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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置であって、
　Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線を有する表示パネルを具備し、
　　前記Ｎ本の走査線は、
　　前記Ｎ本の走査線の中で第ｉ番目に駆動される第１走査線と、
　　前記Ｎ本の走査線の中で第（ｉ＋１）番目に駆動される第２走査線と
　　を含み、
　ｉは、１からＮ－１までの数字であり、
　フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］であり、
　前記第１走査線と前記第２走査線との間の距離がｄであり、
　前記走査線が走査される方向に沿った画面の長さがｈであるとき、
　前記第１走査線と前記第２走査線の全ての組み合わせに関して、ｄ＞ｈ×１５０／（Ｎ
ｆ）の関係が成り立つ
　自己発光型表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の自己発光型表示装置であって、
　　前記Ｎ本の走査線は、
　　ｉが第１の数である、前記第１走査線と前記第２走査線の第１の組み合わせと、
　　ｉが前記第１の数とは異なる第２の数である、前記第１走査線と前記第２走査線の第
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２の組み合わせと
　　を含み、
　前記距離ｄは、前記第１の組み合わせと前記第２の組み合わせとで異なる
　自己発光型表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の自己発光型表示装置において、
　前記第１走査線から前記第２走査線への方向は、前記第１の組み合わせと前記第２の組
み合わせとで逆である
　自己発光型表示装置。
【請求項４】
　パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置であって、
　Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線を有する表示パネルを具備し、
　前記Ｎ本の走査線は、ｍ群（ｍは２以上の自然数）の走査線群を備え、
　前記ｍ群の走査線群の各々は、ｋ本（ｋは自然数）の前記走査線を備え、
　１フレームにおいて、
　第ｉ番目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）の前記走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上
ｋ以下の自然数）の前記走査線は、第（ｉ＋ｍ（ｊ－１））番目に駆動され、
　フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］であるとき、
　２≦ｍ＜Ｎｆ／１５０となるように、ｍが設定される
　自己発光型表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の自己発光型表示装置において、
　前記表示パネルは、有機ＥＬパネルである
　自己発光型表示装置。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の自己発光型表示装置において、
　前記表示パネルは、プラズマディスプレイパネルである
　自己発光型表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の自己発光型表示装置において、
　前記表示パネルは、パッシブマトリクス型発光ダイオードディスプレイパネルである
　自己発光型表示装置。
【請求項８】
　パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置と、
　ｘ倍の倍率を有するレンズと
　を具備し、
　　前記自己発光型表示装置は、
　　Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線を有する表示パネルを備え、
　　前記Ｎ本の走査線は、
　　前記Ｎ本の走査線の中で第ｉ番目に駆動される第１走査線と、
　　前記Ｎ本の走査線の中で第（ｉ＋１）番目に駆動される第２走査線と
　　を含み、
　ｉは、１からＮ－１までの数字であり、
　フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］であり、
　前記第１走査線と前記第２走査線との間の距離がｄであり、
　前記走査線が走査される方向に沿った画面の長さがｈであるとき、
　前記第１走査線と前記第２走査線の全ての組み合わせに関して、ｄ＞ｈ×１５０／（ｘ
Ｎｆ）の関係が成り立つ
　小型表示装置。
【請求項９】



(3) JP 4911890 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

　パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置と、
　ｘ倍の倍率を有するレンズと
　を具備し、
　　前記自己発光型表示装置は、
　　Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線を有する表示パネルを備え、
　　前記Ｎ本の走査線は、ｍ群（ｍは２以上の自然数）の走査線群を備え、
　　前記ｍ群の走査線群の各々は、ｋ本（ｋは自然数）の前記走査線を備え、
　１フレームにおいて、
　第ｉ番目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）の前記走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上
ｋ以下の自然数）の前記走査線は、第（ｉ＋ｍ（ｊ－１））番目に駆動され、
　フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］であるとき、
　２≦ｍ＜ｘＮｆ／１５０となるように、ｍが設定される
　小型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自己発光型表示装置に関し、特に、パッシブマトリクッス方式の自己発光型
表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自己発光型表示装置（ディスプレイ）として、プラズマディスプレイや有機ＥＬ（Elec
tro-Luminescence）ディスプレイが知られている。これらディスプレイにおける表示パネ
ルは、マトリックス状に配置された複数の画素を有する。また、表示装置の駆動方法とし
て、パッシブマトリクッス方式とアクティブマトリックス方式が知られている。パッシブ
マトリックス方式によれば、行電極と列電極が直交するように配置され、指定した行電極
と列電極の間に電圧を印加することにより画素が発光する。アクティブマトリクッス方式
によれば、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）等のスイッチング素子が、複数の画素の各々
に形成され、その画素における発光を制御する。このような自己発光型表示装置において
、フリッカー（ちらつき）を防止し、表示状態を向上させることができる技術が望まれて
いる。
【０００３】
　表示装置は、多数の静止画像を順次切り換えて表示する。単位時間あたりに表示される
静止画像（フレーム）の数は、「フレーム周波数」と呼ばれる。この切り換えられる多数
の静止画像が、人間の視覚によって動画像として認識される。従って、ヒトの視覚特性を
考慮して、表示装置を駆動することが必要である。人間の眼球運動は、大雑把に、「追従
運動」と「急速眼球運動（サッケード；saccade）」に区分される。この「追従運動」は
、運動する物体を連続して追従する眼球の動きであり、その運動の角速度は、最高３０°
／秒であることが知られている。また、「サッケード」は、視点がある注視点から別の注
視点に瞬時に移動するような眼球の動きである。このサッケードの運動角速度は、人間の
場合、約６００°／秒であり、最高７００°／秒に達することが知られている。また、人
間の眼の最小分解視角は、０．５分程度であることが知られている。
【０００４】
　特許文献１に開示された映像表示方法によれば、人の目の最小分解視角と、眼球の「追
従運動」の最大角速度との比に概ね等しいフレーム周波数で、映像が表示される。例えば
、そのフレーム周波数は、３．６ｋＨｚである。あるいは、人の目の最小分解視角と、眼
球の「追従運動」の最大角速度との比よりも高いフレーム周波数で、映像が表示される。
【０００５】
　特許文献２には、アクティブマトリックス型のＥＬ表示装置の駆動方法が開示されてい
る。この駆動方法によれば、ＥＬ素子が非点灯状態の時、このＥＬ素子には逆バイアスの
電圧が印加される。また、あるＥＬ素子において、１フレームの１／Ｎの期間は電流が流
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され、１フレームの（Ｎ－１）／Ｎの期間は電流が流されない。つまり、ある瞬間におい
て、表示領域の１／Ｎの領域にわたって「面的に」表示が行われる。ここで、表示が行わ
れている領域においては、所定輝度の略Ｎ倍の輝度でその表示が行われる。その他の領域
、つまり表示領域の（Ｎ－１）／Ｎの領域は非点灯状態に設定される。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１４０５９３号公報
【特許文献２】特開２００３－１２２３０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、フリッカーを低減することができるパッシブマトリクッス方式の自己
発光型表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、消費電力を抑制することができるパッシブマトリクッス方式の自
己発光型表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の更に他の目的は、発光素子の劣化を抑制することができるパッシブマトリクッ
ス方式の自己発光型表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　以下に、［発明を実施するための最良の形態］で使用される番号・符号を用いて、［課
題を解決するための手段］を説明する。これらの番号・符号は、［特許請求の範囲］の記
載と［発明を実施するための最良の形態］との対応関係を明らかにするために括弧付きで
付加されたものである。ただし、それらの番号・符号を、［特許請求の範囲］に記載され
ている発明の技術的範囲の解釈に用いてはならない。
【００１１】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）は、「パッシブマトリクッス方式」で駆動さ
れる。また、本発明に係る自己発光型表示装置（１０）は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線
（４０、Ｘ１～ＸＮ）を有する表示パネル（２０）を備える。そして、このＮ本の走査線
（４０、Ｘ１～ＸＮ）は、第１走査線（Ｘ）と、この第１走査線（Ｘ）の次に駆動される
第２走査線（Ｘ）を含む。フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］である時、第１走査線（Ｘ）と第
２走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）は、走査線（Ｘ）が走査される方向（Ａ）に沿った画
面（６０）の長さ（ｈ）の１５０／（Ｎｆ）倍以上となるように設定される。
【００１２】
　この時、輝線（７０）の移動角速度（ωｂ）は、サッケードの運動角速度（ωｓ）より
も大きくなる。これにより、パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置（１０）に
特有のフリッカー（ちらつき）が低減される。また、フリッカー低減のためにフレーム周
波数（ｆ）を増加させる必要がない。従って、発光素子（２５）に含まれる寄生容量に対
する充放電回数が減少し、消費電力が削減される。また、発光素子（２５）の一回の発光
期間（Ｔ）が増加し、１つの発光素子（２５）を過剰な輝度で発光させる必要がなくなる
。よって、発光素子（２５）の劣化が低減される。
【００１３】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）において、上記Ｎ本の走査線（４０、Ｘ１～
ＸＮ）は、第３走査線（Ｘ）と、この第３走査線（Ｘ）の次に駆動される第４走査線（Ｘ
）を更に含む。これら第３走査線（Ｘ）と第４走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）も、走査
線（Ｘ）が走査される方向（Ａ）に沿った画面（６０）の長さ（ｈ）の１５０／（Ｎｆ）
倍以上となるように設定される。この時、第１走査線（Ｘ）と第２走査線（Ｘ）との間の
距離（ｄ）は、第３走査線（Ｘ）と第４走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）と異なる。また
、第１走査線（Ｘ）から第２走査線（Ｘ）への方向は、第３走査線（Ｘ）から第４走査線
（Ｘ）への方向の逆であってもよい。
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【００１４】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線（４０、Ｘ

１～ＸＮ）を有する表示パネル（２０）を備える。そして、このＮ本の走査線（４０、Ｘ

１～ＸＮ）は、ｍ群（ｍは２以上の自然数）の走査線群を備え、このｍ群の走査線群の各
々は、ｋ本（ｋは自然数）の走査線（４０、Ｘ）を備える。１フレームにおいて、第ｉ番
目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）の走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上ｋ以下の自然
数）の走査線（４０、Ｘ）は、第（ｉ＋ｍ（ｊ－１））番目に駆動される。また、フレー
ム周波数がｆ［Ｈｚ］である時、２≦ｍ＜Ｎｆ／１５０となるように、ｍが設定される。
例えば、ｍは２に設定され、ｋはＮ／２に設定される。
【００１５】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線（４０、Ｘ

１～ＸＮ）を有する表示パネル（２０）を備える。そして、このＮ本の走査線（３０、Ｘ

１～ＸＮ）は、第１走査線（Ｘ）と、この第１走査線（Ｘ）の次に駆動される第２走査線
（Ｘ）と、第３走査線（Ｘ）と、この第３走査線（Ｘ）の次に駆動される第４走査線（Ｘ
）とを含む。この時、第１走査線（Ｘ）と第２走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）は、第３
走査線（Ｘ）と第４走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）と異なる。また、第１走査線（Ｘ）
から第２走査線（Ｘ）への方向は、第３走査線（Ｘ）から第４走査線（Ｘ）への方向の逆
であってもよい。
【００１６】
　眼球の「サッケード運動」は、バリスティック（途中で制御不能）な運動に分類されて
いる。つまり、感覚フィードバックによって、サッケード運動を修正することはほとんど
不可能である。よって、このサッケード運動は、ほとんど等速運動であるとみなされてい
る。上述の自己発光型表示装置（１０）によれば、輝線（７０）の移動角速度（ωｂ）が
変動する。このため、輝線（７０）の運動と眼球の運動が連続して同期する確率が更に低
減される。すなわち、人間の脳により認識されるフリッカーが更に低減される。また、輝
線（７０）の移動方向も適宜変更される。これにより、フリッカーは更に低減される。
【００１７】
　本発明に係る小型表示装置は、パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置（１０
）と、ｘ倍の倍率を有するレンズ（９０）とを備える。この自己発光型表示装置（１０）
は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）を有する表示パネル（２０）を備
える。そして、このＮ本の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）は、第１走査線（Ｘ）と、この第
１走査線（Ｘ）の次に駆動される第２走査線（Ｘ）を含む。フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］
である時、第１走査線（Ｘ）と第２走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）は、走査線（Ｘ）が
走査される方向（Ａ）に沿った画面（６０）の長さ（ｈ）の１５０／（ｘＮｆ）倍以上と
なるように設定される。
【００１８】
　本発明に係る小型表示装置は、パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置（１０
）と、ｘ倍の倍率を有するレンズ（９０）とを備える。この自己発光型表示装置（１０）
は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）を有する表示パネル（２０）を備
える。そして、このＮ本の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）は、ｍ群（ｍは２以上の自然数）
の走査線群を備え、このｍ群の走査線群の各々は、ｋ本（ｋは自然数）の走査線（４０、
Ｘ）を備える。１フレームにおいて、第ｉ番目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）の走査線群
における第ｊ番目（ｊは１以上ｋ以下の自然数）の走査線（４０、Ｘ）は、第（ｉ＋ｍ（
ｊ－１））番目に駆動される。また、フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］である時、２≦ｍ＜ｘ
Ｎｆ／１５０となるように、ｍが設定される。
【００１９】
　上述の自己発光型表示装置（１０）において、上記表示パネル（２０）は、有機ＥＬパ
ネルである。あるいは、上記表示パネル（２０）は、プラズマディスプレイパネル（PDP;
 Plasma Display Panel）である。あるいは、上記表示パネル（２０）は、発光ダイオー
ドディスプレイパネルである。
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【００２０】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）の駆動方法は、（ａ）Ｎ本の走査線（４０、
Ｘ１～ＸＮ）のうち、第１走査線（Ｘ）を駆動するステップと、（ｂ）上記（ａ）駆動す
るステップの直後に、第２走査線（Ｘ）を駆動するステップとを備える。この（ｂ）駆動
するステップにおいて、第１走査線（Ｘ）と第２走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）は、走
査線（Ｘ）が走査される方向（Ａ）に沿った画面（６０）の長さ（ｈ）の１５０／（Ｎｆ
）倍以上となるように設定される。
【００２１】
　本発明に係る自己発光型表示装置（１０）の駆動方法は、更に、（ｃ）Ｎ本の走査線（
４０、Ｘ１～ＸＮ）のうち、第３走査線（Ｘ）を駆動するステップと、（ｄ）上記（ｃ）
駆動するステップの直後に、第４走査線（Ｘ）を駆動するステップとを備える。この（ｄ
）駆動するステップにおいて、第３走査線（Ｘ）と第４走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）
は、走査線（Ｘ）が走査される方向（Ａ）に沿った画面（６０）の長さ（ｈ）の１５０／
（Ｎｆ）倍以上となるように設定される。更に、第３走査線（Ｘ）と第４走査線（Ｘ）と
の間の距離（ｄ）は、第１走査線（Ｘ）と第２走査線（Ｘ）との間の距離（ｄ）と異なる
ように設定される。また、第３走査線（Ｘ）から第４走査線（Ｘ）への方向が、第１走査
線（Ｘ）から第２走査線（Ｘ）への方向の逆になるように設定されてもよい。
【００２２】
　また、本発明に係る駆動方法は、Ｎ本（Ｎは自然数）の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）を
有する表示パネル（２０）を備える自己発光型表示装置（１０）の駆動方法である。この
Ｎ本の走査線（４０、Ｘ１～ＸＮ）は、ｍ群（ｍは２以上自然数）の走査線群を備え、こ
のｍ群の走査線群の各々は、ｋ本（ｋは自然数）の走査線（Ｘ）を備える。この時、本発
明に係る駆動方法は、（ａ）フレーム周波数がｆ［Ｈｚ］である時、２≦ｍ＜Ｎｆ／１５
０となるようにｍを設定するステップと、（ｂ）第ｉ番目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）
の走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上ｋ以下の自然数）の走査線（Ｘ）を、第（ｉ＋
ｍ（ｊ－１））番目に駆動するステップとを備える。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係るパッシブマトリクッス方式の自己発光型表示装置及びその駆動方法によれ
ば、フリッカーが低減される。
【００２４】
　本発明に係るパッシブマトリクッス方式の自己発光型表示装置及びその駆動方法によれ
ば、消費電力が抑制される。
【００２５】
　本発明に係るパッシブマトリクッス方式の自己発光型表示装置及びその駆動方法によれ
ば、発光素子の劣化が抑制される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　添付図面を参照して、本発明による自己発光型表示装置（ディスプレイ）及びその駆動
方法を説明する。この自己発光型表示装置として、プラズマディスプレイや有機ＥＬ（El
ectro-Luminescence）ディスプレイ、発光ダイオードディスプレイ等が挙げられる。本実
施の形態において、例として、有機ＥＬディスプレイの構成及びその駆動方法が示される
。
【００２７】
　図１は、本発明に係る有機ＥＬディスプレイの構成を示す概略図である。図１において
、有機ＥＬディスプレイ１０は、マトリックス状に配置された複数の画素２５を有する有
機ＥＬパネル２０を備える。この有機ＥＬディスプレイ１０は、「パッシブマトリックス
方式」で駆動される。すなわち、この有機ＥＬディスプレイ１０は、複数の陽極（データ
線）３０と、複数の陰極（走査線）４０とを備える。
【００２８】
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　図１に示されるように、複数の走査線４０の数は、Ｎ（Ｎは自然数）である。つまり、
複数の走査線４０は、第１～第Ｎ走査線Ｘ１～ＸＮから構成される。この走査線Ｘ１～Ｘ

Ｎは、等間隔で配置される。また、複数のデータ線３０の数は、Ｍ（Ｍは自然数）である
。つまり、複数のデータ線３０は、第１～第Ｍデータ線Ｙ１～ＹＭから構成される。この
データ線Ｙ１～ＹＭは、等間隔で配置される。この複数の陽極３０と複数の陰極４０とが
、互いに直交するように配置され、その交点の各々に画素（有機ＥＬ素子）２５が形成さ
れる。このように、複数の画素２５がマトリックス状に配置される。
【００２９】
　有機ＥＬ素子２５は、ガラス基板上に形成された透明電極としての陽極３０と、金属で
形成される陰極４０と、その陽極３０と陰極４０に挟まれる有機層とを備える。また、こ
の有機層は、蛍光性有機化合物からなる発光層、電子輸送層、及び正孔輸送層から構成さ
れる。陽極３０と陰極４０との間に所定の電圧が印加されると、陽極３０及び陰極４０の
それぞれから、正孔輸送層及び電子輸送層のそれぞれを介して、正孔及び電子のそれぞれ
が発光層に注入される。この正孔と電子が再結合する際のエネルギーによって、蛍光性有
機化合物が励起され、これにより蛍光が発生する、つまり有機ＥＬ素子２５が発光する。
【００３０】
　図１に示されるように、複数の走査線４０は行ドライバ４１に接続され、複数のデータ
線３０は列ドライバ３１に接続される。また、この行ドライバ４１及び列ドライバ３１は
、制御回路５０に接続される。制御回路５０は、行ドライバ４１を制御し、１つの走査線
４０を選択する。また、制御回路５０は、列ドライバ３１を制御し、その選択された１つ
の走査線４０に対応するデータを表示するための電圧を複数のデータ線３０に印加する。
このように、選択された１つの走査線（陰極）４０と複数のデータ線（陽極）３０との間
に所定の電圧が印加され、１行分の画素２５においてデータが表示される。この１つの走
査線４０が駆動される時間は、「水平期間」と呼ばれる。上記の操作が、全ての走査線４
０に対して行われ、つまり、Ｎ回繰り返され、１つの画像に対するデータが表示される。
このＮ回の操作（あるいは１つの画像）は、「フレーム」と呼ばれる。また、単位時間あ
たりのフレーム数は、「フレーム周波数」と呼ばれる。本明細書において、このフレーム
周波数は、ｆ［Ｈｚ］で与えられるものとする。この時、水平期間Ｔ［sec］は、Ｔ＝１
／Ｎｆで与えられる。
【００３１】
　以上のような、「パッシブマトリクッス方式」の有機ＥＬディスプレイ１０において、
画素２５が点灯するのは、概ねその画素２５が選択されたときのみである。つまり、１つ
の走査線４０に対する水平期間が終了すると、その１つの走査線４０に対応する画素２５
は即座に消灯する。従って、ある瞬間において有機ＥＬパネル２０に表示されているのは
、一本の走査線４０に対応する輝線である。人間が画面の表示を二次元画像として認識す
るのは、脳の働きによる。つまり、一本の輝線が「残像」として人間の脳内で処理され、
一画面分の走査が行われた時、複数の輝線が人間の脳内で二次元画像として再現されるの
である。
【００３２】
　本発明に係る表示装置の駆動方法によれば、この「輝線の動き」が考慮に入れられる。
その駆動方法の説明を容易にするための各種パラメータ、及び本明細書中で用いられる記
号の定義が、以下に与えられる。
【００３３】
　図２は、本発明に係る有機ＥＬパネル２０の正面図である。図２において、有機ＥＬパ
ネル２０は、画面６０を有する。Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮのうち、ある走査線（以下、「
第１走査線」と参照される）が駆動された際、画面６０にその第１走査線に対応して輝線
７０ａが表示されるとする。また、その第１走査線の直後に他の走査線（以下、「第２走
査線」と参照される）が駆動された際、画面６０にその第２走査線に対応して輝線７０ｂ
が表示されるとする。この時、輝線７０ａと輝線７０ｂとの間の（垂直）距離をｄとする
。つまり、距離ｄは、ある水平期間Ｔにおいて駆動される第１走査線と、次の水平期間Ｔ



(8) JP 4911890 B2 2012.4.4

10

20

30

40

50

において駆動される第２走査線との間の距離を示す。また、図２に示されるように、走査
線が走査される方向をＡとする。そして、この方向Ａに沿った画面６０の長さをｈとする
。
【００３４】
　図３は、本発明に係る有機ＥＬパネル２０の側面図である。図３において、図２に示さ
れた記号と同一の記号は、同じパラメータを意味する。図３において、有機ＥＬパネル２
０に表示される画像を見る観察者８０と画面６０との間の（垂直）距離をｌとする。一般
的に、距離ｌは画面６０のサイズにより異なる。つまり、画面サイズが大きくなるにつれ
、距離ｌは大きくなり、画面サイズが小さくなるにつれ距離ｌは小さくなる。
【００３５】
　また、図３に示されるように、観察者８０が、方向Ａに沿って画面６０を見込む角度（
以下、「見込み角」と参照される）をθとする。この見込み角θは、およそθ＝ｔａｎ－

１（ｈ／ｌ）で与えられる。例えば、２インチの画面６０を有する携帯電話の場合、長さ
ｈは約４０ｍｍである。この画面６０を４０ｃｍ離れた場所から観る時、つまり長さｌが
４０ｃｍである時、見込み角θは、約５．７°で与えられる。この見込み角θと同様に、
第１走査線（７０ａ）と第２走査線（７０ｂ）との間の距離ｄに対する見込み角をφとす
る。この見込み角φは、およそφ＝θ×ｄ／ｈで与えられる。
【００３６】
（第一の実施の形態）
　図４は、本発明の第一の実施の形態に係る有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法を示す
タイミングチャートである。図４において、横軸は時間を示し、縦軸はＮ本の走査線Ｘ１

～ＸＮの番号を示す。図４（及び図１）に示されるように、Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮは、
番号順に上から配置されている。
【００３７】
　本実施の形態において、Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮは、複数の「走査線群」に区分される
。具体的には、図４に示されるように、Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮは、第１～第ｍ（ｍは２
以上の自然数）のｍ群の走査線群を備える。また、このｍ群の走査線群の各々は、同一本
数の走査線Ｘを備え、その本数はｋ（ｋは自然数）で示される。例えば、第１走査線群は
、走査線Ｘ１～Ｘｋを備え、第２走査線群は、走査線Ｘｋ＋１～Ｘ２ｋを備える。また、
第ｍ走査線群は、走査線Ｘ（ｍ－１）ｋ＋１～Ｘｍｋを備える。つまり、複数の走査線の
本数Ｎは、Ｎ＝ｍｋで表される。
【００３８】
　このような有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法は以下の通りである。まず、時刻ｔ１
において１つのフレームが開始し、第１走査線群の第１番目の走査線Ｘ１が駆動される。
この一本の走査線Ｘの駆動期間が、水平期間Ｔであり、Ｔ＝１／Ｎｆで与えられる。次に
、第２走査線群の第１番目の走査線Ｘｋ＋１が駆動される。その後、同様に、各走査線群
において第１番目の走査線Ｘ（ｉ－１）ｋ＋１（ｉは１以上ｍ以下の自然数）が順番に駆
動され、最後に第ｍ走査線群の第１番目の走査線Ｘ（ｍ－１）ｋ＋１が駆動される。この
ように、時刻ｔ１～ｔ２の期間τにおいて、各走査線群における第１番目の走査線Ｘ（ｉ

－１）ｋ＋１が、順番に駆動される。
【００３９】
　同様に、時刻ｔ２から、各走査線群における第２番目の走査線Ｘ（ｉ－１）ｋ＋２の駆
動操作が開始する。また、時刻ｔｊから、各走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上ｋ以
下の自然数）の走査線Ｘ（ｉ－１）ｋ＋ｊの駆動操作が開始する。そして、時刻ｔｋ～ｔ

ｅの期間τにおいて、各走査線群における第ｋ番目の走査線Ｘｉｋの駆動操作が行われる
。これにより、Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮの駆動操作が一通り終了する。つまり、時刻ｔ１

から時刻ｔｅまでの期間（１／ｆ）が１フレームを表す。
【００４０】
　各期間τにおいて、ｍ本の走査線Ｘが駆動される。例えば、各走査線群における第１番
目の走査線Ｘ（ｉ－１）ｋ＋１は、１回目からｍ回目に走査される。また、各走査線群に
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おける第２番目の走査線Ｘ（ｉ－１）ｋ＋２は、ｍ＋１回目から２ｍ回目に走査される。
また、各走査線群における第ｋ番目の走査線Ｘｉｋは、（ｋ－１）ｍ＋１回目からｋｍ回
目に走査される。
【００４１】
　以上に示された走査順序を一般的に表すと、第ｉ番目（ｉは１以上ｍ以下の自然数）の
走査線群における第ｊ番目（ｊは１以上ｋ以下の自然数）の走査線Ｘは、１フレームにお
いて第（ｉ＋ｍ（ｊ－１））番目に駆動される。
【００４２】
　このような駆動方法において、例えば走査線Ｘ１と次に駆動される走査線Ｘｋ＋１との
間の距離は、上記の「画面サイズｈ」と「走査線群の数ｍ」を用いて、ｈ／ｍで与えられ
る。つまり、ある走査線Ｘ（第１走査線）と次に駆動される走査線Ｘ（第２走査線）との
間の距離ｄは、ｄ＝ｈ／ｍで与えられる（図３参照）。また、この距離ｄに対する見込み
角φは、上述の通り、およそφ＝θ×ｄ／ｈで与えられる。この時、図２に示されるよう
な輝線７０の移動角速度（単位時間あたりの移動量）ωｂは、次のように与えられる。
【００４３】
　ωｂ＝φ／Ｔ＝φＮｆ＝θｄＮｆ／ｈ＝θＮｆ／ｍ　…（１）
【００４４】
　本発明の第一の実施の形態に係る駆動方法によれば、この移動角速度ωｂは人間の「急
速眼球運動（サッケード）」の運動角速度ωｓよりも大きくなるように設定される。すな
わち、ωｂ＞ωｓとなるように、ωｂが設定される。これによる効果は、以下の通りであ
る。
【００４５】
　有機ＥＬ素子は、優れた応答特性を有する発光素子であり、駆動電流に対して高速に（
例えば数ナノ秒）応答する。このため、パッシブマトリックス方式の有機ＥＬディスプレ
イ１０において、一般のブラウン管のような残光時間がほとんど存在せず、1つの走査線
Ｘに対応する画素２５は、水平期間終了後に即座に消灯する。従って、ある瞬間において
有機ＥＬパネル２０に表示されているのは、一本の走査線Ｘに対応する一本の輝線７０で
ある（図２参照）。この一本の輝線７０は、「残像」として人間の脳内で処理される。そ
して、一画面分の走査が行われた時、複数の輝線７０が、人間の脳内で二次元画像として
再現される。
【００４６】
　このような人間の脳による画像の認識において、その画像の輝度は、発光輝線７０の瞬
時の輝度が平均化された輝度として認識される。従って、人間が画像を認知するために必
要な輝度を得るには、その瞬時の輝度を高く設定する必要がある。例えば、デューティ比
が１／２００の場合、人間が画像を輝度１００ｃｄ／ｍ２の画像として認識するには、瞬
時輝度を２００００ｃｄ／ｍ２に設定する必要がある。この瞬時輝度は、通常の蛍光灯（
５０００～１００００ｃｄ／ｍ２）以上の輝度に匹敵する。つまり、一本の輝線７０を眺
めつづけることは、蛍光灯を直視する以上の刺激を受けることに相当する。
【００４７】
　図２で示されたような輝線７０（７０ａ、７０ｂ）の移動と、人間の眼球の移動とが一
致した場合、人間の脳は、上記のような高レベルの瞬時輝度による刺激を受けることにな
る。これは、人間が画面６０に「ちらつき」を感じる原因となる。本発明によれば、輝線
７０の移動角速度ωｂは、人間の眼球の運動角速度よりも大きくなるように設定される。
特に、その移動角速度ωｂは、急速な眼球の運動である「サッケード」の運動角速度ωｓ
よりも大きくなるように設定される。具体的には、走査線群の数ｍが適正な値に設定され
ればよい。上述の式（１）とωｂ＞ωｓの関係式より、次の式が得られる。
【００４８】
　ｍ＜（θ／ωｓ）×Ｎｆ＝Ｎｆ／α　…（２）
【００４９】
　ここで、係数αは、α＝ωｓ／θで与えられる。上式（２）において、走査線の本数Ｎ
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及びフレーム周波数ｆは、有機ＥＬディスプレイ１０に固有のパラメータである。本実施
の形態によれば、式（２）を満たすように走査線群の数ｍが設定され、その後、上述のル
ールに従った順序でＮ本の走査線Ｘ１～ＸＮが駆動される。これにより、輝線７０の移動
角速度ωｂは、サッケードの運動角速度ωｓよりも大きくなる。すなわち、パッシブマト
リックス方式の自己発光型表示装置に特有のフリッカー（ちらつき）が低減される。
【００５０】
　また、上式（２）において、係数αの適正値は次のように求められる。画面６０と観測
者８０との間の距離ｌは、その画面６０のサイズに依存して変化する。例えば、２インチ
の画面６０を有する携帯電話の場合、長さｈは約４０ｍｍである。この画面６０を４０ｃ
ｍ離れた場所から観る時、つまり長さｌが４０ｃｍである時、見込み角θは、約５．７°
で与えられる。また、サッケードの運動角速度ωｓは、３００°／秒～７００°／秒であ
ることが知られている。運動角速度ωｓ＝７００°／秒にも対応できる係数αの値は、約
１２３（≒７００／５．７）である。よって、実際の装置において、係数αは１２３以上
に設定されればよい。例えば、係数αは１５０に設定される。
【００５１】
　当然、係数αは、見込み角θにも依存する。上述の携帯電話の画面を、２０ｃｍ離れた
場所から観る場合、係数αが７５（＝１５０／２）に設定されても、フリッカーが抑制さ
れることは言うまでもない。逆に、上述の携帯電話の画面を、８０ｃｍ離れた場所から観
る場合、係数αが例えば３００（＝１５０×２）に設定されれば、フリッカーが抑制され
る。本発明に係る自己発光型表示装置の「情報伝達手段としての有効性」を考慮して、例
えば、係数αは１５０に設定される。より大きな見込み角θのもとで装置が利用可能な場
合、係数αは１５０より小さい値に設定されてもよい。実際の使用時の見込み角θは、デ
ィスプレイが使用される用途や使用状況によって変わるから、係数αは、対象となるディ
スプレイの用途・使用環境・状況等を考慮して設定されることになる。
【００５２】
　係数αが１５０に設定される場合、上述の式（２）は以下のように変形される。
　ｍ＜Ｎｆ／１５０　…（３）
【００５３】
　本実施の形態によれば、式（３）を満たすように走査線群の数ｍが設定される。例えば
、１００本の走査線Ｘを有する有機ＥＬパネル２０がフレーム周波数５０Ｈｚで駆動され
る場合（Ｎ＝１００、ｆ＝５０）、数ｍは３３以下に設定されればよい。例えば、走査線
群の数が２５に設定される場合、各走査線群に含まれる走査線Ｘの本数は４である。また
、走査線群の数が１０に設定される場合、各走査線群に含まれる走査線Ｘの本数は１０で
ある。その後、上述のルールに従った順序でＮ本の走査線Ｘ１～ＸＮが駆動される。これ
により、輝線７０の移動角速度ωｂは、サッケードの運動角速度ωｓよりも大きくなる。
すなわち、パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置に特有の輝線操作と視線移動
の同期に起因するフリッカー（ちらつき）が低減される。
【００５４】
　以上に示されたように、本発明の第一の実施の形態によれば、輝線走査と視線移動の同
期に起因するフリッカー（ちらつき）が低減され、パッシブマトリックス方式の自己発光
型表示装置の画質が向上する。また、フリッカー（ちらつき）の低減を実現するために、
飛び越し走査による輝線走査速度の向上を図り輝線走査と視線移動の同期を防止している
から、フレーム周波数を増加させる必要がない。従って、単一走査線あたりの発光時間が
長く保たれることになり、発光素子に含まれる寄生容量に対する充放電回数が減少し、消
費電力が抑制・削減される。更に、フレーム周波数を増加させる必要がなく、発光素子の
一回の発光期間（水平期間Ｔ）が実質的に増加するため、同一の平均輝度刺激を得るため
の各発光時の輝度を、発光時間に反比例した形で減少させることができる。従って、必要
な輝度刺激をえるために１つの発光素子を過剰な輝度で発光させる必要がなくなる。これ
により、発光素子の劣化が低減されるとともに、有機EL素子の発光効率の高い領域での発
光が可能となり消費電力が低減される。
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【００５５】
　以上に説明された第一の実施の形態においては、各走査線群の中の走査線の本数は、図
４に示されるように、２，ｊ，ｋと複数であることが明らかである。この結果、図４に示
されるように、1フレームにおいて、発光する走査線は、少なくとも１以上の走査線を飛
び越して発光している。これを一般には「飛び越し走査」という場合がある。そこで、飛
び越し走査の意味を以下に考える。前述のように、本発明の目的の一つは、消費電力の抑
制・削減である。そのためには、前述のようにフレーム周波数を増加させない、更にいう
と、フレーム周波数を低く抑えておくことが有益である。この観点から詳しく説明する。
【００５６】
　まず、同一走査線数のディスプレイを考えるとき、フレーム周波数があがることは、所
定の時間内における有機ＥＬ素子の発光動作の増加を意味する。この時、素子に伴う寄生
容量の充放電回数が増加し、この充放電に伴う電力の消費量が増えることになる。また、
フレーム周波数があがることは、それぞれの走査線の各回の実質的な発光時間が短くなる
ことを意味する。発光開始動作に伴う充放電動作に必要な時間は、その充放電電圧差によ
り決定され、走査線の一回の発光継続時間には影響されない。そのため、一回の走査線の
発光時間が縮まると、実質的に発光時間比率が低下することになる。
【００５７】
　図８は、フレーム周波数だけを変化させた場合の発光継続時間比の変化を説明するため
の図である。図８において、縦軸は駆動電圧値あるいは駆動電流値を示し、横軸は時間を
示す。ここで、図８は説明図のため、縦軸の尺度は、（ａ），（ｂ）では相互に一定では
ない。縦軸は、単純に、発光・非発光のタイミングを示すものである。図８において、（
ａ）には、一回の駆動期間が７０μｓの場合の駆動タイミングが示され、（ｂ）には、駆
動時間が３５μs（（ａ）の半分）の場合の駆動タイミングが示されている。すなわち、
（ｂ）の場合のフレーム周波数は、（ａ）の場合のものの２倍になっている。ある発光期
間での輝度が同一である場合、視覚的に認識される平均輝度は、発光時間比の減少ととも
に、減少する。
【００５８】
　図８に示される駆動電圧波形のように、一回の発光期間が７０μsから３５μsに減少し
たとしても、各回の充放電時間は、基本的に寄生容量の大きさで決まり、例えば１０μs
のままである。このため、実質的な発光時間比（一回の駆動時間と実質的な発光期間の比
）は、約８６％から約７１％に減少することになる。同一の平均輝度を確保するためには
、発光期間の輝度をこの逆数比分の２０％分増加させなければならなくなる。その結果、
駆動電圧も上昇し、充放電に伴う電力ロスも増加する。つまり、この例では充放電回数が
２倍になり、しかも一回の充放電電力は、輝度上昇に伴う駆動電圧上昇分だけ余分に消費
されることになる。また、発光輝度の上昇は、素子そのものの寿命を縮めることになるの
で、消費電力とともに長期信頼性の低下にもつながる。
【００５９】
　このような状況は、飛び越し走査が行われず、フレーム周波数だけが増加した場合に発
生する。飛び越し走査を伴わずに輝線の走査速度を増加させることは、一回の駆動時間を
単純に縮めることであるため、上記のように、結果として実質発光期間の比が低下するこ
とになる。このため、フラッシングは低減できても、寿命の短縮と消費電力の上昇を伴う
という問題がある。逆に、飛び越し走査が行われることによって、フリッカー（ちらつき
）が低減されるという効果に加えて、上記問題が解決される。
【００６０】
　飛び越し走査は、いわゆるインターレース走査としてブラウン管での走査方法として知
られている。但し、この場合のインターレース走査の目的は、“発光面の点滅”にともな
う「ちらつき」あるいはフリッカーを、面の切換え周期を上昇することにより認知しにく
くすることである。つまり、この場合の「ちらつき」あるいはフリッカーは、面的な発光
において点滅の周波数が低くなることにより、面状での点滅そのものが認識されわずらわ
しく感じられる現象であり、瞬時の輝度低下が認識される現象である。
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【００６１】
　一方、本発明で問題としているのは、輝線の走査方向への移動と視線移動が同期し過剰
な刺激を受けることにより感じるちらつきである。広義にはちらつき（フリッカー）が生
じるという状況は同じであるが、その原因が異なる。そこで、通常に使われている「ちら
つき」あるいは「フリッカー」と呼ばれている、暗転が原因とされる現象と明確に区別す
るため、以下、厳密に述べる場合には、本発明に関連する「ちらつき」あるいは「フリッ
カー」は、「フラッシング」と表現される。このフラッシングによる刺激は、ストロボや
落雷の発光を直視したときのような刺激にあたる。暗転が原因であるちらつきと比べ、こ
のフラッシングはより短時間で知覚される。例えば、映画のように数ｍｓ暗転したとして
もそれはほとんど認識されないが、ストロボの発光の場合、数μｓでもそれは確実に認識
される。本発明の目的の一つは、この「フラッシング」現象を低減することである。以上
のように、本発明で解決されている課題は、「フラッシング」という新しい課題であり、
周知の面発光の点滅周波数の低下による「フリッカー」現象の低減ではない。
【００６２】
　また、ブラウン管のインターレース走査の場合、飛び越し本数が増加すると走査線が斜
めになってくる。そのため、多数本の飛び越し走査は、斜めになった走査線による画像の
ひずみを発生させる。従って、通常、走査線１本の飛び越し走査しか行われていない。本
発明に係るディスプレイにおいては、走査線が斜めになること自体ないので、このような
問題は発生しない。
【００６３】
　以上の説明により、飛び越し本数は１本より２本以上の方が好ましい。例えば、走査線
数Ｎ＝２４０の場合を考える。１本飛び越しの場合（ｋ＝２）、Ｎ＝ｍｋという関係から
、ｍ＝１２０となる。ここで、上述の式（３）（２≦ｍ＜Ｎｆ／１５０）から、ｆ＞７５
である必要がある。一方、２本飛び越しの場合（ｋ＝３）、ｍ＝８０であり、ｆ＞５０で
あればよい。このように、飛び越し本数が増えれば、低いフレーム周波数で本発明による
効果が実現される。
【００６４】
　勿論、フレーム周波数はＮＴＳＣ方式のＴＶでは、６０Ｈｚが、また、一般の劇場用映
画では２４Ｈｚが使用されているが、一般的なディスプレイでの検討結果からはちらつき
が認識される周波数として、７５Ｈｚ程度であるといわれている。フレーム周波数の設定
下限値は、これらの設定を参考にして実際の値を設定することになる。
【００６５】
（第二の実施の形態）
　図５は、本発明の第二の実施の形態に係る有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法を示す
タイミングチャートである。図５において、横軸は時間を示し、縦軸はＮ本の走査線Ｘ１

～ＸＮの番号を示す。また、１フレームは、時刻ｔｓに開始し、時刻ｔｅに終了する。
【００６６】
　本発明の第二の実施の形態によれば、走査線群の数ｍが２に設定される。この時、第１
走査線群は、走査線Ｘ１～ＸＮ／２のＮ／２本の走査線を備え、第２走査線群は、走査線
Ｘ（Ｎ／２）＋１～ＸＮのＮ／２本の走査線を備える。そして、第一の実施の形態の場合
と同様の駆動方法で、Ｎ本の走査線Ｘ１～ＸＮが駆動される。つまり、時刻ｔｓに走査線
Ｘの駆動操作が開始し、走査線Ｘ１、Ｘ（Ｎ／２）＋１、Ｘ２、Ｘ（Ｎ／２）＋２、Ｘ３

…ＸＮ－１、ＸＮ／２、ＸＮの順番に駆動される。
【００６７】
　例えば、２インチの画面６０を有する携帯電話の場合、長さｈは約４０ｍｍである。こ
の画面６０を４０ｃｍ離れた場所から観る時（ｌ＝４０ｃｍ）、見込み角θは約５．７°
で与えられる。走査線の本数が１００本、フレーム周波数が５０Ｈｚである場合、上式（
１）により、輝線７０の移動角速度ωｂは１４２５０°／秒で与えられる。この移動角速
度ωｂは、サッケードの運動角速度ωｓよりも十分大きい。よって、輝線７０の運動と眼
球の運動が一致することによるフリッカーが防止される。
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【００６８】
（第三の実施の形態）
　図６は、本発明の第三の実施の形態に係る有機ＥＬディスプレイ１０の駆動方法の例を
示すタイミングチャートである。図６において、横軸は時間を示し、縦軸はＮ本の走査線
Ｘ１～ＸＮの番号を示す。また、１フレームは、時刻ｔｓに開始する。本実施の形態にお
いて、例えば図６に示されるように、走査線Ｘ１、Ｘ４、Ｘ９、Ｘ１６、ＸＮ－２、Ｘ２

、Ｘ１０、Ｘ１４、Ｘ６、ＸＮ、Ｘ３…の順番で駆動操作が実行される。このように、あ
る走査線Ｘとその次に駆動される走査線Ｘとの間の距離は、一定ではなく変動する。また
、輝線７０の移動方向も適宜変更される。
【００６９】
　より一般的に、本実施の形態において、ある走査線Ｘ（第１走査線と参照される）が駆
動された直後に、他の走査線Ｘ（第２走査線と参照される）が駆動されるとする。また、
第１走査線と異なるある走査線Ｘ（第３走査線と参照される）が駆動された直後に、更に
他の走査線Ｘ（第４走査線と参照される）が駆動されるとする。この時、この第１走査線
と第２走査線との間の距離ｄは、第３走査線と第４走査線との間の距離ｄと異なるように
設定される。また、第１走査線から第２走査線への方向は、第３走査線から第４走査線へ
の方向の逆であってもよい。
【００７０】
　この場合も、輝線７０の移動角速度ωｂは、サッケードの運動角速度ωｓよりも大きく
なるように設定される。上述の式（１）とωｂ＞ωｓの関係式より、次の式が得られる。
【００７１】
　ｄ＞ｈ×（ωｓ／θ）／（Ｎｆ）＝ｈ×α／（Ｎｆ）　…（４）
【００７２】
　ここで、係数αは、α＝ωｓ／θで与えられる。上式（４）において、走査線の本数Ｎ
及びフレーム周波数ｆは、有機ＥＬディスプレイ１０に固有のパラメータである。また、
第一の実施の形態における場合と同様の理由により、係数αが１５０に設定されると、以
下の式が得られる。
　ｄ＞ｈ×１５０／（Ｎｆ）　…（５）
【００７３】
　本実施の形態によれば、式（４）あるいは式（５）を満たすように距離ｄが設定される
。すなわち、第１走査線（第３走査線）と第２走査線（第４走査線）との間の距離ｄは、
走査線Ｘが走査される方向Ａに沿った画面６０の長さｈの１５０／（Ｎｆ）倍以上となる
ように設定される。また、第２走査線が第１走査線からｎ本（ｎは自然数）離れた場所に
ある時、距離ｄは、ｄ＝ｈ×ｎ／Ｎで表される。この時、式（５）は、以下のように変形
される。
【００７４】
　ｎ＞１５０／ｆ　…（６）
【００７５】
　式（５）と式（６）は、同値である。式（６）から明らかなように、フレーム周波数ｆ
が例えば６０Ｈｚである場合、本数ｎは３以上に設定される。つまり、ある走査線Ｘ（第
１走査線）が駆動された後、その走査線Ｘから３本以上離れた場所の走査線Ｘ（第２走査
線）が駆動される。図６に示された駆動順序は、以上の条件を満たしている。これにより
、輝線７０の移動角速度ωｂは、サッケードの運動角速度ωｓよりも大きくなる。すなわ
ち、パッシブマトリックス方式の自己発光型表示装置に特有のフリッカー（ちらつき）、
狭義の用語におけるフラッシングが低減される。また、消費電力が抑制・削減され、発光
素子の劣化が低減される。
【００７６】
　また、画面６０と観察者８０との間の距離ｌが大きくなり、画面６０に対する見込み角
θが小さくなった場合、サッケードによる画面上の視線移動速度が輝線走査速度と一致す
る可能性がある。しかしながら、本実施の形態によれば、非等速・等方向の輝線走査が行
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われることにより、輝線移動速度は一定でなくなる。従って、等速移動であるサッケード
による視線移動と輝線移動との同期の発生の可能性が低くなる。よって、フラッシングが
認識される可能性が低くなる。
【００７７】
　眼球の「サッケード運動」は、バリスティック（途中で制御不能）な運動に分類されて
いる。つまり、感覚フィードバックによって、サッケード運動を修正することはほとんど
不可能である。よって、このサッケード運動は、ほとんど等速運動であるとみなされてい
る。本実施の形態によれば、輝線７０の移動角速度ωｂが変動する。このため、輝線７０
の運動と眼球の運動が連続して同期する確率が更に低減される。つまり、脳が高輝度の光
による刺激を連続して受ける確率が減少し、又、積分効果により脳が強烈な刺激を認識す
る確率が減少する。すなわち、人間の脳により認識されるフリッカー（ちらつき）、狭義
の用語におけるフラッシングが更に低減される。また、本実施の形態によれば、輝線７０
の移動方向も適宜変更される。この時、フリッカー（ちらつき）、狭義の用語におけるフ
ラッシングは更に低減される。
【００７８】
（第四の実施の形態）
　観察者８０は、本発明に係る有機ＥＬパネル２０の画面を、レンズを通して見てもよい
。図７は、このような状況を説明するための概略図である。図７において、画面６０と、
観察者８０との間に、ｘ倍の倍率を有するレンズ９０が配置されている。この時、観察者
８０は、画面６０が拡大された擬似画面６０’を認識する。
【００７９】
　走査線が走査される方向に沿った擬似画面６０’の長さをｈ’とする時、このｈ’は、
ｈ’＝ｘｈで与えられる。従って、上述の第１走査線と第２走査線との間の見た目の距離
ｄ’は、画面６０における距離ｄのｘ倍となる。すなわち、擬似画面６０’における輝線
７０の見ための移動角速度ωｂ’は、実際の画面６０上における移動角速度ωｂのｘ倍に
なる。本実施の形態によれば、この見た目の移動角速度ωｂ’が、人間のサッケードの運
動角速度ωｓよりも大きくなるように設定される。この時、上述の式（４）と同様に、次
の式が得られる。
【００８０】
　ｄ’＝ｘｄ＞ｈ×α／（Ｎｆ）
　すなわち、
　ｄ＞ｈ×α／（ｘＮｆ）　　…（４）’
【００８１】
　また、第一及び第二の実施の形態に対応する式として、同様に以下の式が得られる。
【００８２】
　ｍ＜ｘＮｆ／α　　…（２）’
【００８３】
　ここで、係数αは、既出の実施の形態と同様にα＝ωｓ／θで与えられる。本実施の形
態によれば、式（４）’あるいは式（２）’を満たすように、距離ｄあるいは数ｍが設定
される。例えば、係数αが１５０に設定され、また、レンズ９０の倍率ｘが３倍であると
き、距離ｄは、ｄ＞ｈ×５０／（Ｎｆ）を満たすように設定される。走査線を走査する順
序や方向は、上述の第一～第三の実施の形態と同様である。
【００８４】
　本発明の第四の実施の形態に係る構成は、例えば、カメラのビューファインダ等の小型
表示装置へ応用される。つまり、小型表示装置は、本実施の形態に係る有機ＥＬパネル２
０と、倍率ｘを有するレンズ９０を備え、ユーザは、レンズ９０越しに画面６０を観察す
る。この時、輝線７０の見た目の移動角速度ωｂ’は、サッケードの運動角速度ωｓより
も大きくなっており、上述の実施の形態と同様の効果が得られる。
【００８５】
　なお、本発明の実施の形態において、表示パネルとして有機ＥＬパネル２０が例示され
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たが、本発明に係る動作方法がプラズマディスプレイパネルやパッシブマトリクス型の発
光ダイオードディスプレイパネルに適用されてもよいことは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】図１は、本発明に係る自己発光型表示装置の構成を示す概略図である。
【図２】図２は、本発明に係る自己発光型表示装置の正面図である。
【図３】図３は、本発明に係る自己発光型表示装置の側面図である。
【図４】図４は、本発明の第一の実施の形態に係る自己発光型表示装置の駆動方法を示す
タイミングチャートである。
【図５】図５は、本発明の第二の実施の形態に係る自己発光型表示装置の駆動方法を示す
タイミングチャートである。
【図６】図６は、本発明の第三の実施の形態に係る自己発光型表示装置の駆動方法を示す
タイミングチャートである。
【図７】図７は、本発明の第四の実施の形態に係るファインダ装置の構成を示す側面図で
ある。
【図８】図８は、単純にフレーム周波数のみを上げた場合の発光期間比率の違いを示す説
明図である。
【符号の説明】
【００８７】
　　１０　　有機ＥＬディスプレイ
　　２０　　有機ＥＬパネル
　　２５　　画素
　　３０　　陽極
　　３１　　列ドライバ
　　４０　　陰極
　　４１　　行ドライバ
　　５０　　制御回路
　　６０　　画面
　　６０’　擬似画面
　　７０　　輝線
　　８０　　観察者
　　９０　　レンズ
　　　ｄ　　第１走査線と第２走査線との間の距離
　　　ｆ　　フレーム周波数
　　　ｈ　　走査方向に沿った画面の長さ
　　　ｈ’　走査方向に沿った擬似画面の長さ
　　　ｋ　　１走査線群中の走査線の数
　　　ｌ　　画面と観察者との間の距離
　　　ｍ　　走査線群の数
　　　ｘ　　レンズ倍率
　　　Ａ　　走査線の走査方向
　　　Ｍ　　データ線の本数
　　　Ｎ　　走査線の本数
　　　Ｔ　　水平期間
　　　θ　　画面の見込み角
　　　φ　　距離ｄの見込み角
　　ωｂ　　輝線の移動角速度
　　ωｓ　　サッケードの運動角速度
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